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亀
山
遺
跡

深
安
郡
神
辺
町
道
上
に
あ
る
亀
画
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期
に
造
ら
れ
た
三
本

の
環
濠

（か
ん
ご
こヽ

を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
遺
所
で
あ
る
。
神
辺
平
野
の
中

央
北
側
に
、
島
状
に
残
る
独
立
二
陵

（標
高
三
十
七
＝
）
を
中
心
と
し
た
、
五
百

厨
四
方
の
範
囲
が
遺
跡
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
一
帯
か
ら
土
器
ヽ
石
器

の
出
土
す
る
こ
と
で
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
十
六
年
に
県
の
史
跡
指
定

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
二
年
の
日
本
考
舌
学
協
会
に
よ
る
学
術
調
査
に

お
い
て
、
農
耕
を
行
っ
た
初
期
段
階
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
広
く
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
通
跡
周
辺
に
お
い
て
宅
地
開
発
が
進

む
状
況
と
な
っ
た
た
め
遺
跡
の
範
囲
口
内
容
を
確
認
し
、
保
存
措
置
を
量
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
が
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
れ
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
い
４
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
遺
跡

の
あ
る
二
隊
を
取
り
巻
く
よ
つ
に
掘
ら
れ
た
三
本
の
環
濠
の
曇
見
で
あ
る
。
丘
陵

は
約
七
十
所
の
距
離
を
お
い
て
南
北
に
二
つ
の
頂
部
を
も
つ
が
、
そ
の
南
側
の
頂

部
を
巡
る
一
本
の
環
濠
と
、
丘
陵
全
体
を
巡
る
二
本
の
環
濠
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち

一
番
内
側
を
走
る
溝
ほ
、
南
東
側
に
、
や
や
張
り
出
し
た
円
形
を
し
て
お

り
、
幅
約
二
、
七
膠４

深
さ
約
一
、
四
屑
、
総
延
長
約
二
百
厨
の
規
模
「
そ
の
外

側
の
清
は
、
約
十
房
の
距
離
を
お
い
て
内
側
の
溝
に
沿
つ
形
で
巡
っ
て
お
り
、　
一

番
外
側
の
溝
は
、
幅
約
四
ド４

深
さ
二
肩
、
南
北
約
百
六
十
膠社

東
西
約
百
三
十

層
程
度
の
範
回
を
囲
む
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
本
の
溝
ほ
弥
生
時

代
前
期
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
掘
削
さ
れ
、
前
期
の
末
に
は
埋
没
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
環
濠
に
囲
ま
れ
た
内
側
か
ら
は
、
環
濠
が
存
在
し
た
時
期
と
同
じ
時
期

の
建
物
跡
な
ど
の
通
構
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
環
濠
の
中
か

ら
出
土
す
る
多
量
の
遣
物
な
ど
か
ら
、
農
耕
を
生
活
の
糧
ど
す
る
人
々
の
集
落
が

存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
環
濠
が
埋
没
し
た
後
も
、
集
落
が
存
在
し

て
お
り
、
二
陵
の
す
そ
付
近
も
含
め
た
全
域
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

古
墳
時
代
に
は
、
南
北
ニ
カ
所
の
頂
部
に
古
墳
が
築
か
れ
、
平
安
時
代
に
は
八
稜

（り
ょ
こヽ

銭

鉄
刀
、
土
師
器

（は
じ
き
）
な
ど
を
納
め
た
祭
祀

（さ
い
し
）

遺
構
も
早
ｂ
れ
、
こ
れ
ら
の
時
期
に
は
祭
祀

口
埋
葬
に
関
連
し
た
遺
薇
が
広
が
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
亀
画
遣
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
環
濠
集
落
と
し
て
大
宮

遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
距
離
的
に
近
い
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
も
の
と
一一●
各
Ｑ

し
か
し
大
宮
遺
断
が
平
地
に
存
在
す
る
の
に
対
し
て
亀

山
遣
跡
は
丘
陵
上
に
位
置
す
る
と
い
っ
た
、
集
落
の
立
地
で
異
な
っ
た
状
況
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
遺
跡
の
性
格
を
知
る
上
で
重
要
な
問
題
点
と
姜壼
ろ
Ｑ

亀
順
遺
所
は
、
備
後
の
弥
生
時
代
を
語
る
上
で
最
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
ν
現
在

ま
で
の
調
査
で
数
多
く
の
成
果
を
島
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
弥
生
時
代
前
期
の

住
居
踊
ヽ
あ
る
い
は
水
田
跡
な
ど
の
在
在
が
ま
だ
確
か
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

さ
ら
に
詳
し
い
調
査
が
行
な
わ
れ
、
亀
山
遺
跡
の
実
態
が
解
萌
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
る

一
方
、
遺
跡
の
保
護
に
つ
い
て
も
万
全
を
鋼
す
こ
と
が
望
ま
れ
る

（大
上

裕
士

『備
後
の
主
要
遺
跡
じ

亀
山

一
号
古
墳

位
置
　
深
安
郡
神
辺
町
道
上
中
札

概
要
　
本
古
墳
ほ
い
わ
ゆ
る
神
辺
平
野
の
北
縁
の
独
立
丘

（標
高
三
七
層
）
上
に

位
置
す
４
。
こ
の
丘
陵
は
早
く
か
ら
県
内
の
弥
生
遺
跡
を
代
表
す
る
亀
画
遺
跡
が

存
在
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
遺
跡
の
藝
囲
確
認
調
査
の
段
階
で
本

古
墳
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
古
境
ほ
丘
陵
上
の
北
端
に
い
と
な
ま
れ
て
お

り
、
直
怪
二
人
屑
前
後
、
高
さ
約
二
掛
の
日
墳
で
あ
４
υ　
一
九
八
二
年
と
一
九
八

三
年
の
発
掘
調
査
で
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
主
体
部
は
粘
土
椰
で
あ
っ

①
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た
。
椰
内
に
は
長
さ
約

二̈
、
六
膠Ц

幅
約
Ｏ
、
五
層
の
割
竹
形
木
棺
が
あ
っ
た
よ

つヽ
で
姜９
■

棺
内
に
は
魯
萱
春
荘
露
照
飾
製
青
ｆ
れ
て
い
た
。
東
革
蔀
”で
は
堅
櫛
十

四
、
鉄
剣
三
、
刀
子
五
、
二
類
多
数
、
中
央
部
で
は
刀
子
八
、
滑
石
製
小
型
勾
玉

六
五
、
同
小
五
六
六
０
、
堅
櫛
二
、
刀
子
形
の
石
製
模
造
品
な
ど
が
あ
Ｐ
砲

西

半
分
の
主
要
遺
物
ほ
短
甲
で
、
胴
内
に
は
鉄
刀
一
、
鉄
剣
二
が
お
か
れ
、
ま
た
竪

櫛

一
七
も
あ
Ｐ
Ｌ
　
一
士
ヽ

西
端
に
は
砥
石
が

一
個
あ
り
、
こ
れ
に
接
し
て
一
五

０
本
前
後
の
鉄
鏃
塊
が
出
上
し
た
。
棺
外
の
遺
物
と
し
て
は
、
椰
上
面
か
ら
簡
形

銅
器
一
、
鉄
矛

一
が
出
土
し
て
い
る
。
本
古
墳
ほ
五
世
紀
代
に
い
と
な
ま
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
芦
田
川
下
流
域
で
は
粘
土
椰
を
主
体
と
し
た
例
は
少

な
く
、
ま
た
、
豊
富
で
多
彩
な
出
土
品
を
も
つ
が
、
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
多
く
の
研
究
課
題
を
含
ん
で
い
る

（脇
坂
光
彦

『探
訪
広
島
の
古
菫
し
。

要
害

山
城

跡

　

鞭
婆

理

宙
濯
躍
雷

＋太
再
密
〓
楊
島
哭
褒
″、
一
九
九
二
年
二
月
、古
墳
研
究
部
会
の
協
力
を
得
て
、

測
量
調
査
を
実
施
し
た
中
世
山
城
跡
で
あ
る
。

同
城
跡
は
、
神
辺
平
野
の
中
心
か
ら
や
や
東
よ
り
に
位
置
す
る
独
立
丘
陵
の
西

側
の
主
峰
、
標
高
九
五
、
九
メ
ー
ト
ル
の
要
害
山
の
山
頂
に
存
在
し
、
従
来
よ
り

土
塁
・
空
堀

・
城
門
跡
の
遺
構
を
良
く
残
し
た
山
城
跡
と
し
て
各
種
の
文
献
に
紹

介
さ
れ
て
来
た
。
　
調
査
の
結
果
、
城
自
体
は
、
山
頂
を
南
北
約
四
０
メ
ー
ト
ル
、

東
西
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
構
円
形
に
削
平
し
、
周
囲
を
二
重
の
土
塁
と
、

そ
の
間
の
空
堀
に
よ
っ
て
取
り
囲
ん
だ
だ
け
の
簡
単
な
構
造
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
が
、
細
部
に
は

「升
形
門
」
の
型
式
を
持
つ
虎
口
跡
な
ど
、
戦
□
用
の
山
城

と
し
て
は
極
め
て
興
味
深
い
遺
構
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

山
頂
主
郭
を
取
　
・
り
囲
む
土
塁
は
、
上
端
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
内
側
約
Ｏ
、

五
メ
ー
ト
ル
、
外
側
約
ニ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
塁
線
は
複
雑
に
屈
曲
し
て
、
所
謂

要害山城跡主郭平面図 「備陽史探訪」57号 より
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「折
」
建
〓
〈掛
り
）
を
形
成
し
て
い
る
。
折
は
、
塁
線
に
死
角
を
彙
く
す
た
め
に

考
案
さ
れ
た
築
城
法
で
、近
世
に
至
っ
て
完
成
す
る
極
め
て
高
度
な
技
術
で
あ
る
。

当
城
の
場
合
、
折
は
全
周
に
わ
た
っ
て
見
Ъ
れ
、
屈
曲
部
に
立
つ
と
左
右
の
塁
線

を
横
に
見
渡
す
こ
と
が
出
来
、
単
純
な
縄
張
り
に
、
い
か
に
変
化
を
持
た
せ
よ
う

と
し
た
か
、
築
城
者
の
苦
心
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

内
側
の
土
塁
と
、
外
側
の
土
塁
の
間
は
、
上
端
幅
約
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二

メ
ー
ト
ル
の
空
堀
と
な
っ
て
い
る
。
普
通
ヽ
当
地
方
の
山
城
の
場
ム
Ｒ

空
堀
は
尾

根
に
直
交
し
た
堀
切
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
一」の
城
で
は
、
主
郭
を
取
り
囲
む
「横

堀
」
と
な
っ
て
い
為
。
横
堀
も
近
世
城
郭
に
多
く
見
ら
れ
る
築
城
法
で
、
堀
底
を

通
路
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、防
御
力
の
向
上
を
図
っ
た
も
の
で
あ
亀

こ
の
城
の
大
き
な
特
徴
は
、
虎
日
に

「升
形
」
の
型
弐
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
升
形
は
、
城
の
出
入
り
口
に
方
形
の
小
空
間
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
城

門
を
二
重
に
し
、
防
御
力
の
強
化
を
計
っ
た
比
較
的
新
し
い
築
城
技
法
で
あ
る
。

こ
の
城
の
場
ム
只

虎
回
は
北
・
東

・
西
の
三
カ
所
に
見
ら
れ
、
何
れ
も
升
形
門
の

型
式
を
取
っ
て
い
る
。
特
に
東
の
も
の
は
遺
構
の
残
り
が
良
く
、
戦
国
期
の
升
形

門
と
し
て
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
横
堀
と
升
形
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
当
城
は
単
郭
の
簡
単
な
構
造
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
防
御
力
を
持
っ
た
山
城
と
な
っ
て
い
る
。
城
内
に
侵
入
し

よ
う
と
す
る
敵
は
、
ま
ず
外
側
の
土
塁
を
突
破
し
、
空
堀
を
渡
っ
て
内
側
の
土
塁

に
取
り
付
く
こ
と
に
な
る
一
し
か
し
、
内
側
の
土
塁
は
ニ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
持

ち
、
し
か
も
折
に
よ
っ
て
城
内
か
ら
の
死
角
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
虎
日
か

ら
侵
入
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
為
。
虎
回
は
、
三
カ
所
共
升
形

が
形
成
さ
れ
、
城
内
に
入
る
た
め
に
は
二
重
の
城
門
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

要
害
山
城
跡
は
、
西
麓
に
天
神
社
が
鎮
座
す
る
こ
と
か
ら
、
「天
神
山
城
」
と
し

て
江
戸
期
の
文
献
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
城
主
は
宮
君
狭
守
、
国
民
部
左
衛
門
と

伝
え
、　
一
番
詳
し
い
『西
備
名
区
』
は
、
「宮
若
狭
守
は
、　
　
　
　
　
　
山
城
主

で
、
同
城
の
落
城
後
、
こ
の
城
に
居
城
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
同
人
の

名
前
は
各
所
に
残
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
城
に
居
城
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
辺

り
も
宮
氏
の
領
地
で
、
そ
の
名
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
考
察
し
て
い
る
。

宮
氏
は
、
戦
国
初
頭
ま
で
こ
の
付
近
に
勢
力
を
持
っ
た
有
力
豪
族
で
、
当
城
が
同

氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
す
る
伝
え
は
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
益
。
し
か
し
、
今

日
残
る
遺
柄
を
見
る
と
、
折

・
横
堀

・
升
形
等
、
戦
国
中
期
以
降
の
様
相
を
こ
農

く
残
し
、宮
氏
が
居
城
し
た
と
伝
え
る
年
代
と
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

記
録
の
上
で
、
周
辺
が
大
き
な
戦
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
は
、
天
文
年
間

（
一
五
三
二
～
五
五
）
の
神
辺
城
合
戦
に
際
し
て
で
あ
る
。
『西
備
名
区
』
等
に
よ

る
と
、
こ
の
戦
い
で
攻
城
側
の
大
内

・
毛
利
の
連
合
軍
が
本
陣
を
置
い
た
の
が
、

当
城
南
麓
の

「秋
丸
」
で
、
秋
丸
の
名
は
安
芸
衆

（毛
利
）
の
本
陣
に
因
む
と
い

一２

当
城
の
土
塁
上
に
立
っ
て
南
方
を
望
む
と
、
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
神
辺
城

は
指
呼
の
間
で
あ
る
。
ま
た
、
東
西
の
虎
回
は
、
南
方
か
ら
城
兵
の
出
入
り
が
見

え
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
資ヽ

当
城
は
室
町
後
期
、
宮
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
し

て
も
、
現
在
残
る
遺
栢
は
、
こ
の
神
辺
合
戦
に
際
し
て

攻
城
側
の
向
城
と
し
て

使
用
さ
れ
た
時
の
も
の
、
と
者
る
わ
れ
る
。
　
な
お
、
現
在
こ
の
城
へ
の
登
山
道

は
、
西
南
麓
の
天
神
社
境
内
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
ば
、
外
側
の
土

塁
線
を
破
壊
し
て
お
り
、
本
来
の
登
城
道
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
城
へ
の
登
城
道

や
、
山
頂
部
以
外
の
城
郭
構
造
、
周
辺
の
遺
跡
と
の
関
連
な
ど
は
、
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
る
。
（田
口
義
之

『山
城
探
訪
じ

④



堂
々
川
六
番
砂
留

所
在
　
神
辺
町
西
中
条
　
水
系

‥
堂
々
川

『と
う
と
う
大
砂
留
書
轟
』

全
本
保
六
年

（
一
人
三
五
年
と

記
録
に
あ
る

『と
う

と
う
大
砂
留
』
で
、
他
の
一
、
三
、
五
番
と
同
じ
典
型
的
な
石
塊
段
積
堰
堤
型
式

の
砂
留
で
あ
る
。
堰
堤
底
部
は
、
石
積
方
式
か
ら
み
て
相
当
以
前
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
も
の
ら
し
く
、
記
録
は
な
い
が
、　
一
七
〇
〇
年
代
の
乱
層
乱
石
積
で
最
初
の

砂
留
跡
と
お
も
わ
れ
、
そ
の
上
に
記
録
に
あ
る
よ
う
な
大
砂
留
を
増
築
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
明
治
十
五
年
に
な
っ
て
嵩
上
げ
増
工
を
行
い
、
現
在
堤

高
十
一二
、
〓
一諄Ц
堤
長
五
五
、
八
層
の
堰
堤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
六
番
砂
留
は
、

堂
々
川
砂
留
群
の
中
で
も
大
型
で
、
風
格
が
あ
っ
て
江
戸
時
代
に
築
き
上
げ
た
福

山
藩
の
誇
る
石
積
技
法
の
素
朴
で
は
あ
る
が
重
厚
き
を
誇
る

一
つ
で
あ
っ
て
、
文

化
財
的
に
も
、
学
術
的
に
も
重
要
か
つ
貴
重
な
資
源
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
石
。
（広

島
県
編

『広
島
県
砂
防
水
害
史
じ

迫
山
第

一
号
古
墳

位
置
　
深
安
郡
神
辺
町
場
野
迫
山
。

概
要
　
南
に
神
辺
壬
野
を
見
お
ろ
す
標
高
約
八
四
研
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
南
西

に
近
隣
し
て
藤
原
宮
武
軒
瓦
を
出
土
し
た
小
山
池
廃
寺
跡
、
南
東
に
は
備
後
国
分

寺
跡
が
あ
る
。
本
古
墳
ほ
現
在
十

一
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
迫
山
古
墳
群
の
盟
王

的
な
古
墳
ど
考
・る
ら
れ
て
お
り
、　
一
九
八
三
年
と

一
九
八
六
年
に
は
神
辺
町
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
境
圧
は
直
径
二
一
、
四
研
、

現
存
の
高
さ
五
層
の
円
境
で
、
四
解
も
の
盛
土
が
な
さ
れ
て
い
石
。
主
体
部
は
片

袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
全
長
十

一
、
六
】Ц

玄
室
の
長
さ
六
、
四
】Ц

幅
二
、

五
】Ц

高
さ
二
、
八
肩
と
県
内
で
も
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
菫
頃
に

は
開
日
し
、
内
部
は
撹
乱
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
副
葬
品
と
し
て
は
武
器
類

金
詈
曇
譴
天
刀
一
口
直
コ

Ｔ
鉄
鏃
二
〇
）、
馬
墨
類

翁
真
こ

、
装
暑
最
燿

（勾
玉
一
・
管
玉
一
口
切
子
工
二
”
棗
玉
一
・
ガ
ラ
ス
玉
一
七
・
土
製
練
主
二
百

以
上
口
耳
環
八
）、
土
器
類

倉
響
曇
荘
響
一
・
提
瓶

一
・
平
瓶

一
・
高
杯

一
・
土
師

器
高
杯

一
・
椀
一
し
な
ど
が
出
土
し
た
。
玄
室
に
は
幼
児
を
含
む
四
体
程
の
埋
葬

が
推
定
で
き
る
。
出
土
遺
物
か
ら
六
世
紀
後
半
で
も
末
に
近
い
時
期
に
築
造
さ
れ

た
も
の
と
考
・４
り
れ
、
単
鳳
環
頭
大
刀
の
出
土
、
ま
た

一
振
の
直
刀
の
鍔
に
銀
象

嵌
の
文
様
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
古
墳
の
規
模
な
ど
か
資ヽ

神
辺
平
野
東

部
地
域
で
、
畿
内
政
権
ど
密
接
な
関
係
を
も
ら
つ
つ
台
頭
し
て
き
た
最
有
力
家
族

の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
る

（佐
藤
昭
嗣

『探
訪
広
島
の
古
墳
し
。ｌ

ｔ
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備
後
国
分
寺
跡

神
辺
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
遠
断
す
る
よ
う
に
天
丼
川
と
な

，
た
堂
々
川
が
貫
通
し

て
い
る
。
北
端
の
山
際
に
は
、
川
の
東
に
接
し
て
古
曇
墓
｝菖
ポ
の
唐
尾
山
国
分
寺

が
あ
る
。
旧
山
陽
道
か
ら
入
る
参
道
の
両
わ
き
に
は
松
並
木
が
あ
り
、
果
樹
園
や

墓
地
に
囲
ま
れ
た
古
刹

（さ
つ
）
の
た
た
ず
ま
い
が
残
っ
て
い
４
。
現
在
の
本
堂

は
江
戸
時
代
の
建
立
で
、
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
国
分
寺
は
現
国
分
寺
の
前
面

に
埋
も
れ
て
い
る
。
天
平
十
三
年

（七
四
一
年
）、
聖
武
天
皇
蔵
諸
国
に
布
令
し
て

国
分
僧
寺

・
尼
寺
を
建
立
さ
せ
た
。
備
後
国
分
寺
跡
に
つ
い
て
は
、
門
前
や
周
辺

か
ら
古
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
推
定
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
遺
跡
の
様
相

は
全
く
不
明
で
あ
Ｐ
Ｌ
　
一
九
七
二
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
、
県
教
育
委
員
会

や
革
戸
干
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
に
よ
っ
て
四
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
全
く
不
明
で
あ
っ
た
寺
域
と
伽
菫
配
置
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
果
樹
園

や
民
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
部
分
的
な
調
査
し
か
で
き

な
か
っ
た
が
、
金
堂
跡
。
塔
跡

・
講
堂
跡
お
よ
び
南
門
跡
、
築
地
断
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
伽
著
配
膏
蔵
苦
一に
塔
、
西
に
金
堂
、
そ
の
背
後
に
構
堂
が
並
ぶ
い
わ
ゆ

る
法
起
寺
式
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
塔

・
金
堂
を
目
っ
て

い
る
中
門
跡
・
回
廊
跡
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
寺
域
の
東
西
は
六
〇
０
尺

（約

百
八
十
層
）
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
塔

・
金
堂
の
中
心
線

（寺
院
の
推
定
中
軸

線
）
よ
り
東
九
〇
、
三
周
で
東
面
の
築
地
跡
と
内
外
の
側
溝
を
検
出
し
た
こ
と
か

ら
の
推
定
で
、
中
軸
線
よ
り
折
り
返
し
た
西
面
築
地
跡
は
堂
々
川
の
提
防
下
に
な

り
、
調
査
ほ
不
可
能
で
あ
る
。
南
北
に
つ
い
て
は
旧
山
陽
道
に
埋
も
れ
た
南
門
跡

か
ら
、
仮
に
北
へ
六
〇
〇
尺
と
る
と
、
ち
よ
う
ど
現
国
分
寺
の
仁
王
門
の
前
面
に

納
ま
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
や
は
り
六
〇
０
尺
か
や
や
南
北
に
長
い
寺
域
で
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
塔
っ
金
堂
跡
と
も
に
、
基
壇
上
の
化
粧
や
礎
石
は
失
わ
れ

0                 1
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て
お
り
、
わ
ず
か
に
版
築
さ
れ
た
基
垣
王
を
検
出
し
、
塔
は
一
辺
十
八
諄Ц

金
堂

は
東
西
二
九
、
四
眉
、
南
北
二
十
＝
と
推
定
さ
れ
石
。
構
堂
跡
ほ
版
築
士
と
礎
石

列
が
検
出
さ
れ
、
東
西
三
十
房
と
推
定
さ
れ
る
が
、
南
北
は
明
ら
か
に
で
き
な
か

っ
た
。
出
土
遺
輌
は
、
大
量
の
か
わ
ら
類
と
と
も
に
、
土
師
器

口
須
恵
器
・
緑
釉

陶
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
一軒
丸
瓦
ほ

一
０
型
式
、軒
平
瓦
は
九
型
式
が
あ
り
、

奈
良
時
代
か
互ヽ
至
町
時
代
に
わ
た
る
も
の
が
出
上
し
て
い
る
。
代
表
的
な
組
み
合

わ
せ
は
重
日
文
と
重
郭
文
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
な
お
、
寺
跡
の
下
層
に
は
弥
生
後

期
の
集
落
跡
が
埋
も
れ
て
い
る
。
広
大
な
御
領
選
跡
の
一
部
で
、
寺
跡
と
と
も
に

貴
重
な
遺
所
で
あ
る
。
全
国
の
国
分
寺
跡
は
国
の
重
要
な
史
跡
と
し
て
指
定
が
行

わ
れ
、
保
存
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
備
後
国
分
寺
跡
は
い
ま
だ
指
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
早
急
な
保
護
質
が
必
要
で
あ
る
。
（松
下
正
司

『備
後
の
主
要
遺
跡
し

堀
館
跡

本
遺
跡
」嘔

神
辺
町
大
字
上
御
領
字
堀
に
所
在
す
る
。
同
所
は
、
南
方
に
下
山
丘

陵
、
北
方
に
高
屋
用
、
さ
ら
に
御
領
丘
陵
の
間
に
位
置
す
る
。
現
状
は
、
宅
地
、

水
田
、
畑
、
墓
地
か
ら
な
る
が
、
地
割
の
２ヽ
え
に
明
ら
か
に
中
世
土
豪
の
館
跡
が

伺
え
る
「
推
定
理
亜
師
一は
水
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
周
囲
は
畑
地
、
墓
地
と

な
り
土
塁
基
底
部
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
。
墓
地
は
土
塁
上
に
築
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
、
住
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
は
水
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
鍵
田
と
呼
ば
れ
堀
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
同
所
付
近
に
は
、
東
方
に
滝
画
城

跡
、
ま
た
小
舎
垣
丙
、
畠
垣
丙
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
今
後
ヽ
こ

れ
ら
の
も
の
と
関
連
さ
せ
て
調
査
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（神
辺
郷
土

史
研
究
会

『神
辺
の
歴
史
と
文
化
し

塔
谷
廃
寺
跡

遺
跡
の
現
状
　
宙
墳
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
山
頂
お
よ
び
陵
線
に
群

在
す
る
箱
式
棺
の
出
土
で
有
名
な
、
神
辺
町
下
竹
田
狭
間
の
神
辺
平
野
南
側
の
丘

陵
地
帯
に
昔
か
ら
塔
谷
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
存
在
し
、
布
目
瓦
を
出
土
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
た
。
同
地
点
は
現
在
狭
間
八
幡
社
の
境
内
と
な
っ
て
い
て
、
本
殿

敷
地
の
東
南
に
一
段
下
が
っ
て
や
や
広
い
平
地
が
存
在
し
、
現
在
荒
神
社
が
祀
ら

れ
て
い
る
一
こ
の
附
近

一
帯
か
ら
布
目
瓦
が
出
土
し
、
か
つ
て
の
寺
院
址
の
存
在

を
思
わ
せ
る
。
塔
谷
の
名
の
示
す
よ
う
に
、
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
た
か
は
発
掘
調

査
を
経
て
い
な
い
現
在
、
礎
石
の
確
認
も
な
く
に
わ
か
に
判
断
し
が
た
い
。

遺
輛
一　
蓮
華
文
軒
丸
瓦
は
非
常
に
崩
れ
た
蓮
華
文
の
二
種
類
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
第

一
種
は
外
区
素
文
帯
で
そ
の
内
部
に
大
形
の
鋸
歯
文
帯
が
め
ぐ
り
さ
ら
に

⑦
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十

一
個
の
運
珠
文
帯
を
陽
刻
し
、
内
区
の
蓮
弁
は
す
で
に
忘
失
さ
れ
て
、
た
だ
ち

に
五
顆
の
運
子
と
な
っ
た
非
常
に
硬
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
種
ほ
こ
れ
も

本
来
の
蓮
華
文
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
、
外
区
は
陰
刻
の
鋸
歯
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
内

区
の
蓮
弁
は
四
枚
の
中
央
に
弁
子
を
想
像
さ
す

一
線
の
あ
る
硬
化
の
は
な
ほ
だ
し

い
も
の
で
、中
央
に
四
顆
の
連
子
を
Ｘ
字
の
申
に
一
顆
ず
つ
入
れ
た
紋
様
で
あ
る
。

唐
車
文
軒
平
瓦
　
軒
丸
Ｅ
第
二
種
と
セ
ツ
ト
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
意
味

の
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
陰
刻
が
わ
ず
か
に
均
正
唐
章
文
を
棋
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
、
ご
く
粗
末
な
紋
様
が
附
さ
れ
て
い
４
。
そ
の
他
土
師
器
の
破
片
な
ど
も
散

在
し
て
い
る
。

考
察
　
出
土
す
る
軒
瓦
の
紋
様
か
ねヽ
嚢
測
す
る
と
奈
良
時
代
の
蓮
華
、
唐
章
紋
標

が
原
形
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
硬
化
で
、
平
安
時
代
も
下
だ
っ
た
時
代
の
も
の
と
考
え

ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
時
代
に
、
地
名
で
塔
谷
と
伝
え
る
よ
う
に
こ
の
地
に
塔
が

建
立
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
瓦
の
紋
様
な
ど
か
ら
し
て
、
神
辺

平
野
周
辺
の
奈
良
時
代
栄
え
た
寺
院
に
比
し
て
非
常
に
工
芸
的
に
も
田
舎
造
り
で

あ
る
点
な
ど
は
、
こ
の
寺
院
の
性
格
を
物
語
る

一
面
が
あ
る
２ヽ

籍
「上
正
名

『福

山
童
昌

上
嗜
一　
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智

″

足
長
古
墳

深
安
郡
神
辺
町
の
中
央
を
流
れ
る
高
屋
川
は
、
神
辺
壬
野

（狭
義
）
と
呼
ば
れ
る

沖
積
平
野
を
形
成
し
た
。
こ
の
平
野
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
に
わ
た
る
複
合

遺
跡
の
大
宮
遺
跡
と
御
領
遺
断
が
立
地
す
る
。
こ
の
平
野
は
、
北
と
南
を
東
西
に

延
び
る
二
陵
に
囲
ま
れ
、
と
り
わ
け
北
側
の
丘
陵
に
は
迫
山
第

一
号
古
墳
を
ほ
じ

め
数
多
く
の
古
墳
が
み
ら
れ
、
群
集
墳
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
屋
川
左

岸
で
は
数
墓
の
小
円
境
が
ら
な
る
辺
木

・
江
草
古
墳
群
と
横
穴
式
石
室
を
も
つ
観

〓甲
寺
育
墳
や
名
越
百
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
足
長
吉
墳
ほ
昭
和
初

期
に
盗
掘
さ
れ
、　
一
九
八
０
年
ま
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
古
墳
で
、
昨
年
末
に
墳

丘
の
測
量
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
「
こ
の
古
墳
は
、
高
屋
川
左
岸
の
標
高
一
九
七

厨
の
山
か
ら
高
屋
川
に
向
か
っ
て
北
に
延
び
る
狭
長
な
丘
陵
尾
根
に
あ
り
、
平
地

か
ら
の
比
高
約
二
五
層
、
墳
頂
部
は
標
高
四
十
九
灯
を
測
る
。
地
形
的
な
制
約
を

受
け
な
が
ら
も
尾
根
を
最
大
限
に
利
用
し
玉
栞
造
さ
れ
、
府
中
市
街
地
ま
で
、
芦

田
川
流
域
を

一
望
で
き
る
、き
わ
め
て
眺
望
の
き
く
位
置
に
あ
る
。測
量
の
結
果
、

こ
の
古
墳
ほ
全
長
約
二
十
四
＝
で
主
軸
線
が
、
ほ
ば
真
北
に
向
き
、
前
芳
部
が
南

に
延
び
る
前
方
後
円
墳
で
、
後
田
部
は
直
径
約
二
十
】Ц

高
さ
約
】ニ
ド具

後
方
部

は
畑
の
た
め
東
半
分
を
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
長
さ
約
十
四
ド４

性書
轟
壼
甲
〓

一

層
、
く
び
れ
部
幅
約
九
肝
、
高
さ
約
１
層
の
規
模
で
ふ
き
石
・
列
石
・
壇
輪
な
ど

は
見
ら
れ
な
い
。
急
崚

（き
ゆ
う
し
ゅ
ん
）
な
斜
面
を
利
用
し
、
視
覚
的
に
巨
大

化
を
図
っ
て
い
る
た
め
、
西
側
の
す
そ
の
部
分
は
明
り
よ
う
で
な
く
、
後
円
部
は

正
円
形
と
な
ら
な
い
。
後
円
部
項
部
に
は
盗
掘
坑
が
み
ら
れ
、
後
円
部
苗
面
に
は

幅
約
二
層
の
溝
が
走
っ
て
い
る
。
前
方
部
は
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
を
保
ち
、
先
端
に

向
か
っ
て
わ
ず
か
に
広
が
る
。
ま
た
、
後
田
部
前
面
に
あ
る
議
事
共
有
す
る
墳
頂

都
に
広
い
平
担

（へ
い
た
ん
）
面
を
有
す
る
円
境
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
こ

③



の
古
境
が
尾
根
先
端
部
に
築
造
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
芦

田
川
流
域
の
前
方
後
円
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
潮
崎
山
古
墳

（芦
品
郡
新
市
町
）
・

石
鐘
権
現
第
五
号
古
墳

・
掛
迫
第
六
号
古
墳

（福
山
市
）
と
後
期
の
二
子
塚
古
墳

（福
山
市
）
が
り
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
小
地

域
に
お
け
る
首
長
墓
で
あ
る
だ
け
で
な
く
芦
田
川
流
域
に
対
し
統
帥
権
も
付
加
さ

れ
て
い
た
と
の
考
え
を
含
め
て
こ
の
古
境
を
み
れ
ば
、
立
地
・
規
模
か
ら
古
墳
蒔

代
前
期
の
築
造
で
、
御
領
遺
廊
を
中
心
と
す
る
諸
集
団
の
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
被
葬
者
の
属
す
る
集
団
が
高
屋
川
左
岸
に
は
想
定
で
き
ず
、
壬
野
の

北
側
の
丘
陵
で
な
く
眺
望
の
著
し
い
当
地
に
築
造
し
て
い
る
点
に
も
、
前
述
の
前

期
首
長
墓
西
と
も
に
芦
田
川
流
域
に
お
け
る
統
帥
権
の
移
動
な
ど
も
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
神
辺
平
野
ば
か
り
で
な
く
、
芦
田
川
流
域
の
中
で
の
古
墳
の
位

置
づ
け
が
必
要
で
、正
式
な
調
査
が
待
た
れ
る
古
墳
と
い
え
よ
・２

（佐
藤

一
夫
雇

後
の
主
要
遺
跡
し

古
城
山
城
跡

古
城
山
城
は
、
神
辺
城
の
東
北
方
に
お
け
る
小
丘
で
東
は
平
野
に
境
し
、
古
城
山

の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
便
宜
か
く
は
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
山

は
既
に
原
史
時
代
の
部
で
記
述
し
て
い
る
よ
つ
に
、古
墳
が
営
ま
れ
て
い
た
の
を
、

頂
点
を
削
手
し
て
城
郭
と
な
し
た
も
の
で
、
昭
和
九
年
高
屋
川
の
改
修
に
よ
り
切

り
取
っ
た
と
き
石
椰
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
わ
れ
、
十
数
年
の
の
ち
も
な
お
須
恵
器

の
破
片
が
散
じ
て
い
た
。
更
に
昭
和
三
十

一
年
に
は
大
々
的
に
掘
り
下
げ
て
、
公

営
住
宅
を
建
築
し
た
の
で
、
全
く
城
郭
と
し
て
の
形
態
を
の
こ
し
て
い
な
い
。
こ

の
丘
陵
は
、
円
錐
状
の
小
岡
の
南
に
い
ま

一
つ
の
小
丘
が
あ
っ
て
、
前
方
後
円
墳

と
も
見
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
田
部
が
本
丸
で
、
前
方
部
に
二
の
丸
と
も
い
う

べ
き
郭
が
設
け
ら
れ
、
堀
は
古
墳
時
代
か
ら
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
、

⑨ ・



地
形
に
よ
っ
て
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
西
方
山
腹
の
八
幡
社

（昭
和
九
年
山
頂

に
移
し
た
）
は
宗
教
的
な
防
備
と
し
て
、
そ
の
冥
加
は
大
き
な
も
の
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
■ヽ

曾
壁
薇
一男

『神
辺
町
史
』
前
編
）

畿
百
一
彙
蔦
田
　
　
【
一
七
四
Ａ

（寛
延
一こ

年
二
月
二
日
～

一
八
二
七

（文
政

一
０
）
八
月
十
三
日
】

福
山
藩
の
朱
子
学
者
で
あ
り
漢
詩
人
。
名
は
晋
師
、
字
は
礼
口
ヽ
通
称
を
大
中
と

い
い
、
茶
山
は
そ
の
号
で
あ
る
。
備
後
国
安
那
郡
川
北
村

（現
深
安
郡
神
辺
町
川

北
）
の
出
身
。
一
七
九
二
（寛
政
四
）
年
、
福
画
藩
が
ら
五
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
、

一
人
〇
一
（享
和
元
）
年
、
藩
の
儒
官
に
登
用
　ヽ
一
人
〇
九

（文
化
六
）
年
に
は

三
０
人
扶
持
大
日
付
格
と
な
っ
た
。
父
菅
波
襦
平
は
神
辺
駅
の
栗
蚕
躍
盃
壮
屋
を

継
い
だ
が
、
の
ち
別
家
し
て
農
薬
、
酒
造
業
を
営
ん
だ
。
一
七
六
六
年

（明
和
一こ

年
、
茶
山
十
九
歳
の
と
き
、
医
者
に
な
る
こ
と
を
志
し
て
上
洛
し
、
和
田
東
郭
に

医
を
、
市
川
某
に
古
文
辞
学
を
学
ん
だ
が
、
の
ち
そ
の
非
を
悟
っ
て
朱
子
学
に
転

じ
那
波
魯
堂
の
門
に
入
っ
た
。
以
後
六
度
上
京
遊
学
し
、
西
山
拙
斉
、
頼
春
水
、

混
沌
社
の
葛
子
琴
、
中
井
竹
山
ら
、
京
阪
在
住
の
学
者
や
文
人
と
の
出
会
い
や
交

流
を
深
め
た
。
一
七
八
〇

（安
永
九
）
年
春
の
遊
学
後
の
天
明
年
間
初
め
に
「少
々

学
種
だ
へ
申
さ
ず
候
へ
ば
、後
来
あ
る
ひ
は
人
材
出
し
候
〓
」と
を
望
み
と
し
て
、

神
辺
駅
中
の
七
日
市
の
一
隅
に

曇
曇
万
こ
罫
塁
ご
と
呼
ん
だ
家
塾
を
開
き
村
童

た
ち
の
教
育
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
。

一
七
八
六

（天
明
一ё

年
福
山
藩
の
弘
道
館
設
立
の
際
ヽ
教
師
と
し
て
招
か
れ

た
が
病
気
を
理
由
に
断
り
、　
一
七
九
二
年
に
は
家
業
を
弟
の
圭
二
に
譲
り
、
家
塾

の
経
営
に
車
全
一し
た
。　
一
七
九
六

全
二
政
八
）
生
姜
雲
一の
永
夏
釜
蜂
Ｔ
」
い
２ヽ
考
え

か
ら
、
塾
施
設
と
塾
付
き
の
日
畑
を
藩
に
献
上
し
郷
校
と
し
た
。
こ
の
と
き
か
ら

康
塾
あ
る
い
は
神
辺
学
問
所
と
呼
ば
れ
る
よ
つ
に
な
っ
た
。
茶
山
は
塾
経
営
に
あ

た
っ
て
、
免
租
地
と
な
っ
た
田
畑
か
ら
の
利
米
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
山
林
田
畑
を

買
い
求
め
た
り
、
講
師
を
層
や
す
碁
つ
に
心
掛
け
、
教
師
が
塾
西
私
物
化
、
世
襲

化
す
る
こ
と
を
厳
し
く
禁
じ
て
い
た
。
茶
山
は
自
ら
も
講
釈
を
行
い
、
彼
を
助
け

る
も
の
と
し
て
都
講
を
置
い
た
。
都
講
に
は
仲
立
大
蔵
¨
藤
井
菫
艦
ヽ
頼
山
陽
ヽ

北
条
霞
亭
、
門
口
朴
斎
ら
が
い
た
。
茶
山
は
書
、
和
歌
、
狂
歌
な
ど
に
秀
で
て
い

た
が
、
中
で
も
漢
詩
は
当
時
第

一
人
者
と
さ
れ
、
山
陽
道
を
二
下
す
る
一
流
の
文

人
や
墨
客
ほ
、
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
彼
の
塾
に
立
ち
寄
っ
た
。
頼

一
族
、

古
賀
精
望
ヽ
浦
上
玉
堂
、
日
能
村
竹
日
、
伊
能
忠
敬
ら
有
名
無
名
の
人
た
ち
の
名

が

「菅
家
住
問
録
」
に
見
ら
れ
る
。
彼
の
詩
は
、
塾
の
生
活
や
神
辺
を
中
心
と
し

た
農
村
に
題
材
を
求
め
、叙
景
と
叙
情
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
着
新
て
穏
健
で
あ
る
「

「実
現
を
写
し
、
実
感
を
歌
う
」
こ
と
を
信
条
と
し
た
。　
一
八
一
二

（文
化
九
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
詩
集

霊
基
栞
夕
陽
村
舎
詩
』
は
大
評
判
を
と
っ
た
。
彼
の
編
著

に
は
紀
行
で
は

里
警
〓日
記
』
『北
上
日
記
』
『大
和
行
日
記
』
、
随
筆
で
は

『筆
の

す
さ
び
』、
思
想
で
は

『冬
の
日
か
げ
』、
教
育
で
は

『菅
大
中
存
寄
書
』
『藤
塾
規

約
』
な
ど
が
あ
り
、
藩
命
に
よ
り

『福
山
志
料
』
コ
ヨ
躍
後
夏
菖

を
編
集
し
て
い

る
。
墓
ほ
深
安
郡
神
辺
町
大
字
川
北
宇
帰
の
網
付
谷
に
あ
り
、
墓
誌
銘
は
頼
杏
坪

が
撰
し
て
い
る
。
（菅
波
哲
郎

『広
島
県
大
百
科
じ

⑩





春

四

郊

紅

塵

夜

未

敗

林

頭

月

色

潜

含

愁

小

閣

期

人

人

不

至

生

憎

花

影

上

欄

頭

四
郊
の
紅
塵
　
夜
い
ま
だ
収
ま
ら
ず

林
頭
の
丹
色
　
潜
と
し
て
愁
い
を
含
む

小
閣
　
人
を
期
し
て
　
人
至
ら
ず

あ
い

に

く

生
憎

花
影

欄
頭
に
上
る


